
 

 

 

 

 

「一生懸命」という「青春」～第８０回体育大会～ 

 体育大会とは一体何のためにあるのか。私は「青春」のため

にあると思います。「青春」に欠かせないもの。それは「一生

懸命」。「一生懸命」に走る姿には心が奪われ、「一生懸命」に

声援を送る姿には心が熱くなります。長中ソーランの練習で涙

を流し、嬉しさがこみあげてきたのも「一生懸命」の証でしょ

う。その「一生懸命」をパワーアップするのが「仲間」です。

「仲間」と一緒に、「仲間」のために頑張り、「一生懸命」とい

う「青春」があふれることを期待します。 

～第８０回体育大会開会式学校長あいさつより～ 
 

 個人種目では順位に関係なく、本当に全員が一生懸命走り抜

けていました。台風の目ミニやジャンボバトンリレーなどの縦

割り種目、ベストリレーでは、本当に多くの声援が飛び、その

声援を力として、選手は一生懸命競技に取り組んでいました。

チャンス競技で借り人を募ることや、じゃんけんに苦労する姿

は大変ほほえましいものでした。綱引きは、全ての勝負が僅差

で決着がつく、一生懸命の象徴のような競技となり、大人の一

生懸命の凄さが見られたのも名場面の一つとなりました。そし

てソーラン節。本当に採点に悩む、素晴らしい出来栄えでした。

結果がものすごく嬉しく、ものすごく悔しいのは「一生懸命」

であったからこそだと思います。 

雲一つない最高の青空の下、本当に「一生懸命」という「青

春」にあふれる体育大会となりました。 

保護者の皆様には最後の最後まで温かいご声援をいただき、

本当にありがとうございました。 

 あらためて言わせてください。 

長崎中学校大好きです!! 

 

 いつも心に長崎を 第 7 号 
 

令和８年５月１９日(火) 

長崎中学校学校だより 

校 長  鬼塚 喜隆 

雲一つない青空。これぞ青春!! 


